
「認知症に関する意識調査」調査結果について 

 

１ 調査目的 

 令和６年１月に施行された「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」により、都道府県・

市町村に対し計画策定が努力義務とされたことから、今後の県計画の策定や計画をより充実させた

ものにするために県民が認知症に対しどのようなイメージを持っているか把握するために実施する。 

 

２ 調査方法等 

＜Web式：回答数４００＞ 

 ・実施期間：令和８年３月９日～３月 16日 

 ・実施場所：Web上（愛媛県政課題調査） 

 

３ 調査結果の概要 

（１）回答者について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 年代 

居住地 

男性

49%

女性

51%

18～29歳

13%

30代

13%

40代

19%

50代

17%

60～79歳

38%

松山

48%

西条・新居浜・

宇摩

23%

今治

12%

宇和島

8%

八幡浜・大洲

9%



（２）「認知症」と聞いてどのようなことを思い浮かべるか（複数回答） 

 「誰にでもなり得る（78.0％）」、「徘徊する（72.8％）」、「物忘れが増えて、探し物が多くなる（71.3％）」

と回答した人が多い一方、「認知症と聞いても特に思い浮かぶことはない」と回答した人は 3.8％と

少数であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）認知症の人と周りの人との関わり方のイメージについて（単一回答） 

 「周りの人の関わり方で、症状の進行を遅らせることもあれば悪化させることもある」と回答した

人が 65.0％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.0%

72.8%

71.3%

66.3%

64.5%

62.8%

59.0%

57.0%

53.8%

48.5%

40.0%

38.3%

34.8%

33.5%

29.3%

28.8%

17.8%

12.5%

3.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

誰にでもなり得る

徘徊する

物忘れが増えて、探し物が多くなる

認知症にはなりたくない

介護負担が大きく、家族が大変になる

何度も同じことをしたり、聞いたりする

身内のことや自分のことがわからなくなる

日にちや時間がわからなくなる

被害妄想がある（物を盗られたなど）

自分や身内が認知症になったらと思うと不安に感じる

ふさぎこんだり、急に怒ったりする

治療をすれば、症状の進行を遅らせることができる

治らない

好きだったことに関心が無くなる

実際にないものが見えたり、聞こえたりする

作り話をする

どこかおかしいと自分で思っている

その人なりに自分らしく暮らしている

認知症と聞いても特に思い浮かぶことはない

この選択肢以外に思い浮かぶイメージがある

65.0%

6.3%

28.8% 周りの人の関わり方で、症状の進行を遅ら

せることもあれば悪化させることもある

周りの人の関わり方は、症状の進行とは関

係ない

周りの人の関わり方が、症状の進行とどう

関係するかわからない



（４）認知症の人が日常生活を送るうえでどのようなイメージを持っているか（単一回答） 

「認知症になると、症状が進行していき、なにもできなくなってしまう」というイメージを持っ

ていると回答した人は 13.5％であった。一方で、「認知症になっても工夫しながら、今まで暮らして

きた地域で今まで通り自立的に生活できる(10.8%)」と「認知症になっても、医療・介護などのサポ

ートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活していける(36.8%)」を合わせると 47.6％とな

った。 

年代別にみると、「今まで暮らしてきた地域で生活できる（していける）」イメージと回答した割

合は、60～79歳の 60.1％、50代の 48.6％の順に高く、最低は 30代の 25.9％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.8%

36.8%

27.8%

10.3%

1.0%

13.5%
認知症になっても工夫しながら、今まで暮らしてき

た地域で今まで通り自立的に生活できる

認知症になっても、医療・介護などのサポートを利

用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活してい

ける
認知症になると、身の回りのことができなくなり、

介護施設に入ってサポートを利用することが必要に

なる
認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうの

で、今まで暮らしてきた地域で生活することが難し

くなる
認知症は恥ずかしい病気なので、診断されても隠し

て地域で生活していく人が多い

認知症になると、症状が進行していき、なにもでき

なくなってしまう

10.8%

7.8%

3.7%

10.8%

11.8%

13.7%

36.8%

27.5%

22.2%

33.8%

36.8%

46.4%

27.8%

21.6%

31.5%

31.1%

29.4%

26.1%

10.3%

13.7%

11.1%

13.5%

11.8%

6.5%

1.0%0.0%

3.7%

0.0%

1.5%

0.7%

13.5%

29.4%

27.8%

10.8%

8.8%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29

歳

30代

40代

50代

60～79

歳

認知症になっても工夫しながら、今まで暮らしてきた地域で今まで通り自立的に生活できる

認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活していける

認知症になると、身の回りのことができなくなり、介護施設に入ってサポートを利用することが必要になる

認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうので、今まで暮らしてきた地域で生活することが難しくなる

認知症は恥ずかしい病気なので、診断されても隠して地域で生活していく人が多い

認知症になると、症状が進行していき、なにもできなくなってしまう



（５）今までに認知症の人と接したことがあるか（複数回答） 

「認知症の人と接したことはない」と回答した人は 36.8％であり、全体の６割以上が今までに認

知症の人と接した経験がある一方、30代の 42.6％、40代の 43.2％、50代の 45.6％が「認知症の人

と接したことはない」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.8%

17.5%

10.8%

11.3%

4.5%

6.0%

0.5%

36.8%

25.5%

17.6%

11.8%

19.6%

7.8%

15.7%

2.0%

35.3%

22.2%

22.2%

9.3%

7.4%

1.9%

7.4%

0.0%

42.6%

16.2%

21.6%

10.8%

13.5%

6.8%

8.1%

0.0%

43.2%

32.4%

11.8%

5.9%

5.9%

2.9%

1.5%

0.0%

45.6%

41.8%

16.3%

13.1%

11.1%

3.9%

3.3%

0.7%

28.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家族の中に認知症の人がいる（いた）

親戚の中に認知症の人がいる（いた）

友人や、近所付き合いの中で、認知症の人と接した

ことがある

医療・介護の現場で働いている（いた）ため、認知症

の人と接したことがある

医療・介護の現場以外を通じて、認知症の人と接し

たことがある

街中などで、たまたま認知症の人を見かけたことが

ある

自分自身が認知症の診断を受けている

認知症の人と接したことはない

全体 18～29歳 30代 40代 50代 60～79歳



（６）今までに自身や家族が認知症になった時にどうしたらいいのか考えたことがあるか（単一回答） 

認知症になった時にどうしたらいいのか「考えたことがある」と回答した人は 63.5％であった。 

 年代別にみると、「考えたことがある」と回答した割合は、60～79歳の 71.9％、50代の 69.1％の

順に高く、最低は 30代の 50.0％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.5%

54.9%

50.0%

56.8%

69.1%

71.9%

36.5%

45.1%

50.0%

43.2%

30.9%

28.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30代

40代

50代

60～79歳

考えたことがある 考えたことはない

考えたことがある

63.5%

考えたことはない

36.5%



（７）もし、自分や家族が認知症になったら、どのようなことに不安を感じると思うか（（６）で考えたこと

があると答えた方対象）（複数回答） 

 「特に不安に感じることはない」と回答した人は 1.6％であり、回答した人のほとんどが、何かし

らの不安を感じていた。不安に感じることとしては、「家族に身体的・精神的負担をかけてしまうの

ではないか（63.8％）」が最も多く、「買い物や料理、車の運転など、これまでできていたことができ

なくなってしまうのではないか（56.4％）」が続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）自分や家族が認知症になったらと考えたことがない理由は何か（（６）で考えたことがないと答え

た方対象）（単一回答） 

 87.0％の人が「私や私の家族が、認知症になるかどうか、考えたこともないから」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.8%

56.4%

49.2%

48.4%

40.9%

34.3%

31.5%

30.3%

26.0%

24.0%

24.0%

20.1%

1.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族に身体的・精神的負担をかけるのではないか

買い物や料理、車の運転など、これまでできていたことがで

きなくなってしまうのではないか

家族以外の周りの人に迷惑をかけてしまうのではないか

家族や大切な思い出を忘れてしまうのではないか

外出した際に家への帰り道がわからなくなったりするので

はないか

精神的に苦しくなるのではないか

病院や診療所で治療しても、症状は改善しないのではない

か

不要なものを大量に購入させられたり、詐欺的な勧誘の被

害に遭ったりするのではないか

必要な介護サービスを利用することができず、現在の住まい

で生活できなくなるのではないか

誇りを持って生活できなくなるのではないか

介護施設が利用できないのではないか

どこに相談すればいいかわからないのではないか

特に不安に感じることはない

その他

4.8%

87.0%

8.2%

私や私の家族は、認知症にならないと

思うから

私や私の家族が、認知症になるかどう

か、考えたこともないから

その他

n=146

n=254 



（９）認知症になったとしたらどのように暮らしていきたいか（単一回答） 

 「認知症になっても今まで暮らしてきた地域で生活していきたい」と回答した人が 48.6％、「介護

施設で暮らしたい」と回答した人が 40.5％、「誰にも迷惑をかけないよう、ひとりで暮らしていきた

い」と回答した人が 11.0％であった。 

 年代別にみると、60～79 歳の 55.6％、50 代の 50.0％が「今まで暮らしてきた地域で生活してい

きたい」と回答した。「介護施設で必要なサポートを利用しながら暮らしたい」と回答した割合は 40

代(47.3％)が、「ひとりで暮らしたい」と回答した割合は 30代(22.2％)が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.3%

11.8%

13.0%

16.2%

19.1%

20.3%

31.3%

31.4%

29.6%

24.3%

30.9%

35.3%

20.5%

17.6%

16.7%

32.4%

16.2%

19.0%

20.0%

21.6%

18.5%

14.9%

22.1%

21.6%

11.0%

17.6%

22.2%

12.2%

11.8%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30代

40代

50代

60～79歳

認知症になっても工夫しながら、今まで暮らしてきた地域で、今までどおり自立的に生活していきたい

認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活していきたい

認知症になると、身の回りのことができなくなってしまうので、介護施設で必要なサポートを利用しながら暮らしたい

認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうので、介護施設で必要なサポートを利用しながら暮らしたい

認知症になったら、誰にも迷惑をかけないよう、ひとりで暮らしていきたい

17.3%

31.3%

20.5%

20.0%

11.0%

認知症になっても工夫しながら、今まで暮らし

てきた地域で、今までどおり自立的に生活して

いきたい

認知症になっても、医療・介護などのサポートを

利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活

していきたい

認知症になると、身の回りのことができなく

なってしまうので、介護施設で必要なサポート

を利用しながら暮らしたい

認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしま

うので、介護施設で必要なサポートを利用しな

がら暮らしたい

認知症になったら、誰にも迷惑をかけないよ

う、ひとりで暮らしていきたい



（10）自身や家族が認知症になったとしたら、病院受診することに関しどう考えるか（複数回答） 

 「自分が認知症かなと思ったら、専門医に診てもらいたい」と回答した人が 64.5％、「自分が認知

症かなと思ったら、かかりつけ医に診てもらいたい」と回答した人が 14.3％であり、家族も含め、

かかりつけ医よりも専門医に診てもらいたいと考える人の方が多い結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）認知症に関する相談窓口について知っているものはあるか。（複数回答） 

「地域包括支援センター」を知っているとの回答が 46.0％であった一方、認知症に関する相談窓

口について「知っているものはない」との回答も 44.0％あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）自分や家族が認知症になったことを、周りに知ってほしいと思うか。（複数回答） 

 自分や家族が認知症になった場合、「親戚等の身内には知ってほしいと思う」と回答した人は

57.5％であった。その一方で、「知ってほしいと思わない」と回答した人は 14.3％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

64.5%

45.3%

14.3%

13.0%

10.3%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

自分が認知症かなと思ったら、専門医に診てもらい

たい

家族が認知症かなと思ったら、専門医に診てもらい

たい

自分が認知症かなと思ったら、かかりつけ医に診て

もらいたい

家族が認知症かなと思ったら、かかりつけ医に診て

もらいたい

自分や家族が認知症かなと思っても、病院受診すべ

きか全くわからない

自分や家族が認知症かなと思っても、病院受診はし

たくない

46.0%

44.0%

13.3%

12.5%

8.5%

2.5%

0.5%

0% 20% 40% 60%

地域包括支援センター

知っているものはない

市町の担当部署

認知症疾患医療センター

認知症の人と家族の会

若年性認知症支援コーディネーター

その他

57.5%

22.3%

22.3%

21.8%

16.5%

14.3%

1.3%

0% 20% 40% 60%

親戚等の身内には知ってほしいと思う

友人には知ってほしいと思う

仕事や生活上の関係者には知ってほしいと思う

近所の人には知ってほしいと思う

わからない

知ってほしいと思わない

上記以外に知ってほしい人がいる



（1３）「新しい認知症観」について知っているか。（単一回答） 

新しい認知症観の認知度（「内容を理解している(3.0%)」、「聞いたことはあるが、内容はあまり知

らない(12.0%)」、「聞いたことはあるが、内容は全く知らない(14.8%)」）は 29.8％にとどまった。 

 年代別にみると、18～29歳の認知度は 47.1％と、他の年代より高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1４）「新しい認知症観」を理解した後、どのような変化がありましたか。（（13）で内容を理解している

と答えた方対象）（複数回答） 

 「認知症の症状や課題を正しく理解し、誤解や偏見をなくそうとする態度が身についた」と回答

した人は 83.3％であった。また、新しい認知症観を理解したと回答した人全員が、意識や行動の変

化等があったと回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

3.0%
12.0%

14.8%

70.3%

内容を理解している

聞いたことはあるが、内容はあまり

知らない
聞いたことはあるが、内容は全く知

らない
聞いたことがない

83.3%

25.0%

25.0%

25.0%

16.7%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

認知症の症状や課題を正しく理解し、誤解や偏見をなく

そうとする態度が身についた。

認知症の人や家族等を支える地域活動やボランティアに

積極的に参加する意識が高まった。

認知症の人や家族等が困っていたら、迷わず手を貸せる

ようになった。

認知症の人や家族等と積極的に関わろうと思うように

なった。

認知症に関する最新の情報やケア方法を学び、適切な対

応ができるように努めるようになった。

特に変化はない

n=12

3.0%

5.9%

1.9%

1.5%

4.6%

12.0%

19.6%

7.4%

12.2%

11.8%

11.1%

14.8%

21.6%

11.1%

16.2%

8.8%

15.7%

70.3%

52.9%

79.6%

71.6%

77.9%

68.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29歳

30代

40代

50代

60～79歳

内容を理解している 聞いたことはあるが、内容はあまり知らない
聞いたことはあるが、内容は全く知らない 聞いたことがない

「新しい認知症観」とは、認知症になったら何もできなく
なるのではなく、認知症になってからも、一人ひとりが
個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた
地域で仲間達とつながりながら、希望を持って自分らし
く暮らし続けることができるというという考え方。 



（15）認知症の人が、近所にいた場合、どのような行動ができると思うか。（複数回答） 

 「見守り」が 44.0％、「やさしい声掛け」が 36.5％という結果になった。「特にできそうなことは

ない」と回答した人は 14.8%であった。 

 年代別にみると、30代の 33.3％が「特にできそうなことはない」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.0%

33.3%

38.9%

33.8%

45.6%

53.6%

36.5%

41.2%

18.5%

29.7%

26.5%

49.0%

20.5%

25.5%

13.0%

20.3%

8.8%

26.8%

12.3%

13.7%

9.3%

9.5%

8.8%

15.7%

10.5%

11.8%

9.3%

6.8%

4.4%

15.0%

15.3%

13.7%

9.3%

9.5%

10.3%

22.9%

4.3%

3.9%

1.9%

6.8%

4.4%

3.9%

15.5%

9.8%

11.1%

23.0%

16.2%

15.0%

7.3%

2.0%

9.3%

8.1%

7.4%

7.8%

14.8%

19.6%

33.3%

14.9%

17.6%

5.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

全体

18～29

歳

30代

40代

50代

60～79

歳

見守り

やさしい声掛け

話し相手

買い物などの外出へ

の支援

買い物などの代行

ゴミ出しなど家事の

手伝い

今すぐはできそうな

ことはないが、勉強

して力になりたい

何をどうしたらいい

のか、今はわからな

い

家族が言ってくるま

で、そっとしておく

特にできそうなこと

はない



（16）若年性認知症について知っていることはどんなことか。（複数回答） 

 「若年性認知症になると本人の仕事や生活に大きな影響がある」と認識している人は 59.0％であ

った。 

 年代別にみると、30 代の 25.9％、40 代の 21.6％が「若年性認知症のことを知らない」と回答し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（17）MCI（軽度認知障害）について知っていることはどんなことか。（複数回答） 

 「MCIのことは知らない」と回答した人は 57.3％であった。 

 年代別にみると、30代の 70.4％、40代の 70.3％が「MCIのことは知らない」と回答した。60～79

歳は、「MCIは認知症の前段階であることを知っている(47.7%）」が「MCIのことを知らない(43.8%)」

を上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.0%

45.8%

23.5%

17.5%

51.0%

43.1%

23.5%

17.6%

51.9%

35.2%

20.4%

25.9%

58.1%

50.0%

18.9%

21.6%

69.1%

42.6%

19.1%

10.3%

60.1%

49.7%

28.8%

15.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

若年性認知症になると本人の仕事や生活に大きな影

響がある

若年性認知症になると家族に大きな影響がある

若年性認知症になってもできる仕事や社会活動があ

る

若年性認知症のことを知らない

全体 18～29歳 30代 40代 50代 60～79歳

31.3%

23.0%

8.5%

3.0%

57.3%

17.6%

25.5%

15.7%

5.9%

62.7%

13.0%

16.7%

13.0%

1.9%

70.4%

18.9%

18.9%

6.8%

2.7%

70.3%

32.4%

16.2%

7.4%

4.4%

58.8%

47.7%

29.4%

5.9%

2.0%

43.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

MCIは認知症の前段階であることを知っている

MCIは早期発見・早期対応によって改善したり、認知

症への移行を遅らせることがことができる場合がある

ことを知っている

認知症やMCIのリスク要因を知っている

自分や家族等にMCIの疑いがある場合にどうすれば

よいか知っている

MCIのことは知らない

全体 18～29歳 30代 40代 50代 60～79歳



（18）認知症に関する情報を何から得ているか。（複数回答） 

「特に情報は得ていない」と回答した人が 35.5％であり、全体の６割以上は何らかの方法で認知

症に関する情報を得ているという結果になった。また、情報の入手手段としては「テレビやラジオ

などのマスコミ（29.3％）」が一番多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.5%

29.3%

19.0%

18.0%

12.3%

11.3%

8.5%

7.5%

6.0%

3.3%

3.0%

0.8%

0% 20% 40% 60%

特に情報は得ていない

テレビやラジオなどのマスコミ

周囲からの話

SNSやインターネット（県ホームページ以外）

医療機関

新聞や雑誌

ケアマネジャーなど介護関係者

パンフレットなどの啓発物

講演会やイベント

市町作成の認知症や介護に関する情報誌(認知症

ケアパス等）

愛媛県のホームページ

その他



（19）認知症の普及啓発活動で参加したり知っていたりするものはあるか。（複数回答） 

 認知症の普及啓発活動を「知らない」との回答が 75.5％にのぼり、周知方法に課題があることが

分かるが、前年度の数値（86.3％）より改善がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（20）あなたの状況に近いものを選択ください。（（1９）で「認知症サポーター」を知っていると答えた

方対象）（単一回答） 

 認知症サポーターを「知っているが自分自身は認知症サポーターではない」と回答した人は

55.8％、「自分自身が認知症サポーターであり、意識して生活している」と回答した人は 19.2％で

あった。 

 

 

 

 

 

 

75.5%

13.0%

4.3%

3.5%

3.3%

3.0%

2.8%

2.3%

2.3%

2.0%

1.5%

1.5%

1.5%

1.5%

1.3%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80%

知らない

認知症サポーター

認知症の人と家族の会のつどい

愛媛県認知症普及啓発フォーラム

ピアサポート（同じ経験を持つ仲間同士が支え合う支援）

若年性認知症に関するセミナー

認知症カフェ（認知症の人と家族が気軽に集い、交流できる

居場所）

県庁ロビー展、本館ドームのライトアップ

街頭啓発活動

チームオレンジ（認知症の人と家族、地域が一体となって支

える取り組み）

国の認知症本人大使「希望大使」・えひめ認知症希望大使

認知症月間(９月）・認知症の日(９月21日）

虹色の会・にじいろの会（認知症・若年性認知症の方の交流

会）

認知症本人ミーティング（認知症の人が自分の思いを話し合

い、支え合う場）

オレンジネットワーク・SOSネットワーク（認知症の人が行方

不明になった時に地域で早期発見・支援を行う連携体制）

その他

19.2%

25.0%

55.8%

自分自身が認知症サポーターであ

り、意識して生活している

自分自身が認知症サポーターである

が、特に何もしていない

知っているが、自分自身は認知症サ

ポーターではない

n=52


